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	スライド 37: 質問５３ 他の任地の派遣員同士の繋がりは持てますか？ 回答５３ 赴任前オリエンテーションで同期と一緒に研修を受け、交流が可 派遣職員（派遣員、技術派遣員、専門調査員）専用の意見交換等できるプラットフォームあり  質問５４ OBOGのネットワークはありますか？ 回答５４ 現時点ではなし 
	スライド 38: 質問５５ 有益な試験対策方法は？  回答５５ 語学力の面で言うと、十分な語学力を身に付ける  派遣員試験は就職試験、大学入学試験ではない 受験者の適性と在外公館の求める人材とのマッチング 派遣員として活躍できる人材を採用する試験である 
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